
JP 4753395 B2 2011.8.24

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　紙巻き煙草や葉巻に挿入される直線部とコイル部を持った構造のヒーターを使用し、直
線部は煙草の葉を予備加熱し、コイル部は、コイル部周辺の空気を加熱して、吸引された
時に、コイル部周辺の加熱された空気が、該煙草の葉の中を通過して、該煙草の葉よりニ
コチンを蒸発せしめ、該ニコチンを吸引できるようにした無煙喫煙治具。
【請求項２】
　コイル部と、発熱用の抵抗線が直線部の９５％から５％の範囲内で入っている直線部を
持ったヒーターを使用した請求項１記載の無煙喫煙治具。
【請求項３】
　紙巻き煙草や葉巻に挿入される直線部とコイル部を持った構造のヒーターを使用し、該
ヒーターへの電力供給が、喫煙者により、コントロール可能な回路を組込んだ、請求項１
記載の無煙喫煙治具。
【請求項４】
　紙巻き煙草や葉巻に挿入される直線部とコイル部を持った構造のヒーターを使用し、該
ヒーターへの電力供給が、電源電圧のＯＮ時間を変えることによりコントロールする回路
で行われる請求項１記載の無煙喫煙治具。

 
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、本出願人が出願している出願番号２００９－０４９８７９の無煙喫煙治具（
以後、「本願出願の先出願治具」　と表現する。）の改良に関するもので、前出願文献は
、全体を本願に援用するものである。
【背景技術】
【０００２】
　「本願出願の先出願治具」は、通常の煙草の葉に火をつけて喫煙する喫煙方法が持つ、
いろいろな弊害を改善する為に、提案したものであり、一般的に市販されている紙巻き煙
草や葉巻を、そのままの形で使用しながら、煙草の葉を燃焼させること無しに、吸引可能
な適温で、煙草の葉からニコチンを蒸発させ、それを吸引することが出来る治具を考案し
たものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】出願番号２００９－０４９８７９
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、「本願出願の先出願治具」を実際に使ってみると、
　・　ヒーターの加熱温度のコントロールが難しく、且つ、実際に喫煙する場合、喫煙者
の吸引と何らかの同期を取る必要がある。
　・　さらに、この治具を携帯して何処でも使用できる為には、電源として電池あるいは
再充電可能な電池を使う事が必要であるが、そのためには、ヒーターの加熱用の駆動回路
や駆動波形に工夫を加えないと、消費電力が大きすぎて、電池あるいは再充電可能な電池
を使った場合、使用時間が非常に短い。
　・　さらに、フィルター付き紙巻煙草をこの治具に挿入して使用する場合、ヒーターに
よる煙草の葉の加熱で、ニコチンは蒸発してくるが、フィルターを通して吸引した場合、
折角加熱により発生したニコチンがフィルターに吸収され、喫煙者は蒸発したニコチンを
充分に吸引できない。
　・　さらに、フィルター付き紙巻煙草をこの治具に挿入して使用する場合、ヒーターに
よる煙草の葉の加熱で、煙草の葉に含まれる水分が蒸発して、フィルターで結露して、フ
ィルターを濡らし、フィルターによるニコチンの吸収が多くなり、喫煙者は蒸発したニコ
チンを充分に吸引できない。
という課題が見つかった
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本願発明は、前述の「本願出願の先出願治具」が持つ課題を解決するために、新規な構
造のヒーターを考案し、煙草の葉を加熱するヒーターとして採用した。この新規なヒータ
ーは、直線部とコイル部とからなり、使用者の吸引と同期を取る事が可能となり、この新
規なヒーターの採用により、本願発明の無煙喫煙治具は、より使いやすく、温度コントロ
ールがしやすくなった。
【０００６】
　さらに、ヒーター加熱用のコントロール回路を工夫する事により、従来よりも低い電力
で、効率よく煙草の葉に含まれるニコチンを、蒸発させ、吸引できるようになった。
【０００７】
　また、本願発明による治具の空気取り入れ口の改善により、この空気取り入れ口にマウ
スピースを挿入する事により、フィルター付き紙巻煙草を挿入する反対側からも喫煙する
事が可能になった。
【発明の効果】
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【０００８】
　本願発明に採用された新規な構造のヒーターの構造を図５に示す。新規な構造のヒータ
ーは、直線部とコイル部をもったヒーターで、ヒーターの直線部は、煙草や葉巻の中に挿
入され、煙草や葉巻の葉を予備加熱するためにのみに使われる。ヒーターのコイル部は、
コイル部周辺の空気を暖める。（この暖められた空気のことを今後、「熱い空気」と表現
する。）この「熱い空気」は、喫煙者が吸引した時に、煙草や葉巻の中を通過するので、
挿入された煙草や葉巻の葉から、ニコチンを効率よく蒸発させる事が可能という特徴を有
している。
【０００９】
　さらに、本願発明に採用された新規な構造のヒーターに電流を流した場合、ヒーターの
コイル部の温度は、直線部に比べて、７０℃以上も表面温度が高くなり、直線部のみのヒ
ーターに比べて、少ない電流値でコイル部のヒーター表面温度が高くなり、この治具を電
池や再充電可能な電池で長い時間使用する事が可能になるという特徴を有している。
【００１０】
　さらに、本願発明によれば、コントロール回路の検討により、回路自身で消費する電力
が小さくなると共に、回路構成部品が小さくなり、この治具を電池や再充電可能な電池で
駆動する事が可能となると共に、回路部分が小さくなることにより、治具自体を小さく作
る事が出来るという特徴を有している。
【００１１】
　さらに、本願発明によれば、ヒーターに供給する電力は、喫煙者によりコントロールす
る事が可能になり、喫煙者の好みの温度で喫煙する事が可能になるという特徴を有してい
る。
【００１２】
　さらに、本願発明によれば、ヒーターに供給する電力を、喫煙者があらかじめ設定した
電力に対して、吸引時さらなる電力を追加・減少する事が可能になるという特徴を有して
いる。
【００１３】
　さらに、「本願出願の先出願治具」では、常時煙草の葉を加熱しているために、煙草の
葉からの水蒸気の蒸発が多く、フィルターで結露して、折角蒸発したニコチンが水に濡れ
たフィルターに吸収され、喫煙者の口の中には、少量のニコチンしか入らないという問題
点があったが、本願発明によれば、ヒーターの線状部での加熱は予備加熱であるために、
水蒸気の蒸発が抑えられ、フィルターを濡らす事が無いという特徴を有している。
【００１４】
　さらに、「本願出願の先出願治具」で、喫煙する場合、ヒーター温度を高い目に設定し
ていると、吸引者の口の中に、熱い空気が入り込む場合があったが、本願発明によれば、
「熱い空気」は、吸引時のみで、且つ、外部の空気も同時に取り込まれるために、吸引者
が熱いと感じないという特徴も有している。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本実施形態の無煙喫煙治具の外形図である。
【図２】本実施形態のもう一つの無煙喫煙治具の外形図である。
【図３】図１の軸方向断面図。
【図４】図２の軸方向の断面図。
【図５】本願治具に採用された新規な構造のヒーターの外形図。
【図６】本願治具に取り付けて使用するマウスピースの外形図である。
【図７】本願治具に使用された改良された回路図の１例である。
【図８】本願治具に使用された改良された電圧印加波形の１例である。
【図９】「本願出願の先出願治具」の空気取り入れ口を改善した治具の断面図
【発明を実施するための形態】
【００１６】
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　以下、本願発明に係る市販の紙巻き煙草や葉巻として、フィルター付き紙巻き煙草を例
に挙げ、図面を参照しながら以下に詳細に説明するが、本願発明治具は、フィルター付き
紙巻煙草以外にも市販の両切り紙巻煙草、葉巻等も同様に使用できることは説明を要しな
い。
【００１７】
　本願発明による治具は、図１に実施例の外観を示す。治具１００は、フィルター付き紙
巻き煙草９０を挿入する突起部２０に作られた煙草挿入口１９と、動作状態を示す表示器
８と、ヒーター１に供給する電力を調整するＶＲ９と、喫煙者が喫煙しながらヒーター１
に供給される電力を調整できるＳＷ１５と、外部からの電力を受け取るコネクター１０（
図３に図示）と、外部空気取り入れ口２５（図３に図示）と、断熱材（ガラス管、セラミ
ック管）６、実装済みプリント基板７（図３に図示）、ヒーター１（図３に図示）、から
なる内部構成品で造られている。
【００１８】
　本願発明による治具の、別の実施例の外観を図２に示す。治具１００は、「本願出願の
先出願治具」に改良を加えた物で、ヒーター１はＵ字型に変形して組み込まれており、外
部空気取り入れ口２５（図４に図示）、ＶＲ９と、ＳＷ１５が追加された物である。
【００１９】
　図５は、本願発明による治具に使われた新規な構造のヒーター１の外観図である。この
ヒーター１は、通常マイクロシーズヒーターと言われるものを使用しているが、フィルタ
ー付き紙巻煙草に挿入できる細長い棒状のヒーターであれば、特にヒーター構造について
は、制限される事ではないことは説明を要しない。本願発明による治具に使われた新規な
構造のヒーターについて説明する。図５に示すヒーター１は、４つの部分から構成されて
いる。３は、煙草に挿入する先端が尖っているか、丸い形状をした直線部。２は、コイル
部。４は、抵抗線とリード線部を繋ぎかえるスリーブ部。５は、外部からの供給される電
力を受け取るリード線部である。この直線部３の内部は、全長にわたって抵抗線（発熱線
＝ニクロム線）が入っているのではなく、例えば図５に斜線で示す部分には、抵抗線が入
っていない。
【００２０】
　図３及び図４は、図１及び図２に示した本願発明による無煙喫煙治具の軸方向断面図で
ある。６は、断熱材（ガラス管、セラミック管）。７は、ヒーター１に供給される外部か
らの電力を調整する事が可能な回路を組み込んだプリント基板。８は、動作状態を示す表
示器。９は、ヒーター１に供給する電力を調整するＶＲ。１０は、外部からの電力を受け
取るコネクター。１１は、出力Ｔｒ。１２は、ＣＰＵ。１３は、電解コンデンサー。１４
は、ヒューズ。１５は、喫煙者が喫煙しながらヒーター１に供給される電力を調整できる
ＳＷ．１９は、煙草挿入口。２５は、外部からの空気取り入れ口。
【００２１】
　図３及び図４中に示されている空気取り入れ口２５は、通常はこの部分に綿やフィルタ
ーを挿入する事により、喫煙者が吸引する時に取り込む空気中のゴミ等を取り除く役目を
する。
【００２２】
　しかしながら、この空気取り入れ口２５は、もう一つの大きな役目を果たすことが出来
る。この口２５に嵌合するマウスピース１１０（図６に図示）を、この口２５に挿入する
事により、喫煙者は、煙草を挿入する反対側からも喫煙できるようになり、煙草の葉から
蒸発したニコチンを、挿入された煙草のフィルターに吸収されること無く、直接に、充分
に吸引する事が出来る。さらにこの場合、挿入された煙草に付いているフィルターは、取
り入れる空気中のゴミ等を取り除く役目を担うことは、明らかである。
【００２３】
　さらに、ここでは図６に示したマウスピース１１０のもう一つの使い方を説明する。本
図１及び図２に示す本願発明による治具１００に、図６で示すマウスピース１１０を使っ
ての喫煙方法を、以下に示す。
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　フィルター無しの、いわゆる両切り紙巻煙草を使用する場合あるいは、フィルター付き
煙草のフィルター部分を取り除いて本治具を使用する場合である。この場合、煙草の全長
からニコチンを蒸発させる為に、煙草は、本治具の中に全長を入れてしまわなければなら
ないため、吸い口がなくなってしまう。そのために、マウスピース１１０を　本治具の突
起部２０に挿入することにより吸い口が確保され快適な喫煙ができるようになる。
【００２５】
　次に、本願発明に採用された新規なヒーター１は、先端が煙草に挿入出来るように尖っ
ているか、丸みを持った直線部３と、コイル部４を持っている。このヒーター１について
、以後詳細に説明する。
【００２６】
　「本願出願の先出願治具」を実際に使用した場合、以下に示すような使いにくい点が判
明した。
１）煙草の葉は、ヒーターに電力を供給している間はニコチンを蒸発させるために、吸引
しないで置いておいても、ニコチンは蒸発し、吸引しなくて、置いておくだけでニコチン
がなくなってしまう。
２）この不具合点を改良する一つの手段として、吸引を検知して、ヒーターに通電する事
が可能であるが、通電してすぐには煙草の葉の温度が上昇しない為に、かなり長い間吸引
し続けなければ、ニコチンが出てこない。
３）一定の電圧をヒーターに印加する方法では、低い電圧では、ニコチンが蒸発するまで
の時間が長く掛かり、高い電圧では、ニコチンがすぐに出きってしまい、印加電圧のコン
トロールが、非常に難しい。
【００２７】
　このような「本願出願の先出願治具」の使いにくさを改善する方法として、ヒーター部
分に、コイル部をもおける事により、使い勝手の良い無煙喫煙治具が開発された。
【００２８】
　本願発明者は、図５は新規な構造のヒーター１の形状で、直線部とコイル部とからなり
、直線部の斜線で示す部分（抵抗線が、入っていない部分）の長さが、直線部の、１０％
、５０％、９０％　の　コイル部付きヒーター１を試作し、印加電圧と直線部３とコイル
部２の到達表面温度の測定を行った。この時試作したコイル付きヒーターの条件を、下記
に示します。
　　・　１．６Φマイクロシーズヒーター
　　・　抵抗線　１５０Ω／ｍ
　　・　直線部３の長さ＝５５ｍｍ　温度測定ポイント；先端から１５ｍｍ
　　・　コイル部２の長さ＝２０ｍｍ、５ターン、コイル外形＝８Φ
　　　　温度測定ポイント；コイル部中央
【００２９】
　実験結果は、表１から表３に示すような結果となった。
【００３０】
【表１】
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【表２】

【表３】

【００３１】
　以上の実験結果より、直線部３の中に入っている抵抗線の長さを変える（すなわち抵抗
線の入っていない部分の長さを変える）事により、直線部３とコイル部２との到達温度の
差を、コントロールできることがわかった。
【００３２】
　本実験において、コイル部２の温度が、２５０℃位以上になった場合、断熱材６の外側
においても、断熱材の温度が上昇し、本願治具の外側ケース（樹脂ケース）に熱変形が確
認された。本不具合を改善する為に、断熱材６の外側に、銀紙やアルミ箔等を貼り付ける
ことにより、本不具合を改善する事が出来た。
【００３３】
　この直線部３とコイル部２との到達温度の差をコントロールできるという事は、挿入さ
れた煙草の葉を予備加熱する温度と、喫煙者が吸引した時に煙草の葉に導かれ、煙草の葉
を本加熱する「熱い空気」の温度を、自由に設定できるということを意味している。本願
発明は、ヒーターに直線部とコイル部をもおけ、直線部内の抵抗線の長さを変えることに
より、実現可能となったものである。
【００３４】
　本願発明による無煙喫煙治具１００の使い方は、以下に示すような手順で使用される。
１．喫煙者は、自分の好みのフィルター付き紙巻き煙草９０を、治具１００の煙草挿入口
１９に、フィルター付き紙巻煙草の煙草部分を全て挿入する。これにより、ヒーター１の
直線部３が、フィルター付き紙巻き煙草９０の煙草部中に挿入される。
２．喫煙者は、本願治具のコネクター１０より電力を供給すると、表示器８が点灯し、電
力がヒーター１に供給されていることを表示する。さらに、挿入された煙草が予備過熱さ
れて吸引可能になった場合、表示器８は、点滅あるいは発光色が変化する。さらに、ある
一定時間後、ニコチンが出なくなった時は、表示器８は、消灯あるいは発光色が変化して
、これ以上吸引してもニコチンの発生が無いことを喫煙者に知らせる事が出来るように設
計されている。
３．喫煙者は、煙草の葉が予備加熱された後、フィルターを通して吸引することによりヒ
ーター１のコイル部２で温められた「熱い空気」が、挿入された煙草の中を通る時に煙草
の葉を加熱し、ニコチンが蒸発してくるので、タールや、一酸化炭素や、その他の有害な
ガスの発生が極めて少ない状態で、ニコチン摂取が可能となる。
　通常喫煙の場合も、喫煙者は連続して吸引するのではなく、吸引と吸引の間には時間が
有り、吸引によってヒーター１のコイル部２の周りの暖められた「熱い空気」は、無くな
るが、この吸引と吸引の間に、空気取入れ口２５から入った新しい空気が暖められて「熱
い空気」が作られ、次の吸引の準備がなされる。
４．さらに、喫煙者は、ＳＷ１５をＯＮする事によりあらかじめ決められた電力がヒータ
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ー１に追加・減少することが出来るように設計されているので、喫煙者は、喫煙しながら
ヒーター１に供給される電力を微調整することが出来る。
５．以後、表示器８が、消灯あるいは発光色が変化するまで、喫煙を行う事が出来る。
【００３５】
　次に、治具の消費電力をおさえ、電池駆動可能な治具を開発する為の改善項目について
述べる。
【００３６】
　本願発明の無煙喫煙治具の電源としては、自動車内での、喫煙も考慮して、自動車に標
準装備されているシガー用電源（１２ＶＤＣ）も使えるように、入力電圧は１２Ｖにして
おく方が、便利である。しかしながら、電池や再充電可能な電池を電源として使用する場
合、１２Ｖ入力電圧で、その電流値は、極力少なくする設計する必要がある。
【００３７】
　一般的な電流値制限方法は、ヒーターに直列に電流制限抵抗を入れたり、ヒーターに直
列にパワートランジスターを入れて、ヒーターに流れる電流値をコントロールして、ヒー
ターの温度を調整する。しかしながら、これらの方法では、以下のような不具合が生じて
いた。
　　・　これら部品は、形状が大きく治具が大きくなる。
　　・　これら部品は、自ら電力を消費する。
　　・　これら部品は、発熱する。そのために、放熱対策が必要。　等の問題があった。
【００３８】
　これら従来技術の不具合点を改善する為に、改善された回路を考案した。図７にその基
本回路図を示す。図８に、この回路図の出力電圧波形を示す。この回路構成について、以
下に説明する。ＩＣ１は、本回路の中心的部品で、４ビット／８ビットマイコンと言われ
るもので、三つの入力と、三つの出力ポートをもっている。ＩＣ２は、レギュレーターと
言われるもので、１２Ｖ入力で、ＩＣ１を動かす２．５Ｖ出力が出るように造られた回路
である。Ｄ１は、２色の発光ダイオードを組み合わせたもので、２色の発光比率をコント
ロールする事により多くの色を表現できる。ＶＲ１は、ＩＣ１への入力を可変する為に使
われ、喫煙者が喫煙時のヒーターの温度を可変する事が出来る。ＳＷ１は、ＩＣ１への入
力を可変する為に使われ、喫煙者が喫煙しながら、ヒーターの温度を微調整する為に使わ
れる。ＩＮ１は、もう一つのＩＣ１への入力で、例えばこの端子に温度センサーをつける
事により、ヒーターの到達温度を測定しながら、一定の温度に保ったり、加熱を検知して
、ヒーターへの電力供給を止めたりする事が可能になる。Ｔｒ１，Ｔｒ２は、ヒーター１
に供給する電圧をＩＣ１からの信号で、ＯＮしたり、ＯＦＦしたりする働きをする素子で
ある。Ｆ１は、ＣＮ１から過大な電圧が供給された場合、本回路を守る為に入れられたヒ
ューズである。
【００３９】
　本回路は、ＩＣ１にあらかじめ必要なＳｏｆｔが書き込まれ、そのＳｏｆｔに従って、
出力Ｖｐｐ，ＧＰ４，ＧＰ５　がコントロールされる。
【００４０】
　この回路の出力波形の１例を図８に示します。出力電圧は、入力電圧の１２Ｖそのもの
が出ており、ヒーターの到達表面温度のコントロールは、図中Ｔ／ｎで示す「ｎ」の値を
、変えることにより達成できる。
【００４１】
　さらに、ＳＷ１を押すことにより、図８で示す電圧波形が出ている時に、ＳＷ１を押し
ている間だけ、「ｎ」を可変する事が可能になるように、ＩＣ１のＳｏｆｔが組まれてい
る。
【００４２】
　この新規な回路の設計により、以下の特徴が得られた。
　　・　コントロール回路部が小さくなる。
　　・　コントロール回路部の消費電力が小さくなる。
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　　・　治具使用者が、ヒーター到達温度を自由にコントロールできる。
【００４３】
　また、本発明の治具は、今まで説明してきた構造に限らず、市販の紙巻き煙草や葉巻に
直接細いヒーター１を差し込める色々な構造品が考案可能である。
【産業上の利用可能性】
【００４４】
　本発明は、市販のフィルター付き紙巻煙草や葉巻をそのままの形状で使い、火をつける
ことなく　該煙草の葉に含まれるニコチンを吸引できるようにした物である。さらに、本
出願人が出願している出願番号２００９－０４９８７９の無煙喫煙治具の更なる改良され
た治具に関するものである。
【符号の説明】
【００４５】
　１　　ヒーター
　２　　ヒーター１の直線部
　３　　ヒーター１のコイル部
　４　　ヒーター１のスリーブ部
　５　　ヒーター１のリード線
　６　　断熱材
　７　　実装済みプリント基板
　８　　表示器
　９　　ＶＲ
　１０　　コネクター
　１１　　出力Ｔｒ
　１２　　ＣＰＵ
　１３　　電解コンデンサー
　１４　　ヒューズ
　１５　　ＳＷ
　１９　　挿入口
　２０　　突起部
　２１　　断熱材を収納する部分
　２２　　ヒーターのスリーブ部保持する部分
　２３　　プリント基板を収納する部分
　２４　　コネクターを収納する部分
　２５　　空気取り入れ部／フィルター挿入部／マウスピース取り付け部
　９０　　フィルター付き紙巻煙草
　１００　　本願治具の一例
　１１０　　マウスピース



(9) JP 4753395 B2 2011.8.24

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】



(10) JP 4753395 B2 2011.8.24

フロントページの続き

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ２４Ｆ　　４７／００　　　　
              Ａ２４Ｆ　　１３／０２　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

